
方

言

語

業

研

究
に

対

す

る

語

史
の

方言語業研究に対する語史のー寄与

方
言
語
棄な
ど
と
題し
た
が 、
筆
者
は
も
と
よ
り
方
言
学の
門
外
漢で
あ

る 。
今か
ら
思い
だ
すと 、
乙
の
国
語
学
会の
前
身で
あっ
た日
本
方
言
学
会

で
の
講
演に
は
お
もし
ろい
もの
が
多かっ
た 。
た
と
え
ば 、
矢
野
宗
幹
氏※

の
蟻の
話
な
ど
興
味し
ん
し
ん
た
る
もの
が
あっ
た 。
当
時は
専
門
外の
人で

も 、
方
言に
関
係
あ
りそ
うな
人を
広
く

招い
た
よ
うで
ある 。
柳
田
先
生や

東
条
先
生の
企
画
だっ
たの
で
あ
ろ
うか 。

最
近
は
方
言
学プロパ
l

か
ど
うか
な
ど
と
や
か
まし
くなっ
て
し
まっ
て

筆
者な
ど
近よ
りが
たい
もの
が
ある 。
乙
の
小
論
も 、
方
言に
関
する
と乙

ろ
な
ど 、
専
門
家の
銀
楚
を
買うの
で
は
ない
か
と
思っ
てい
る 。
し
か
し 、

現
国
語
学
会
員で
こ
うい
うゆ
き
か
た
も
お
もし
ろい
と
思っ
て
くだ
さ
る
方

が
あ
れ
ば
幸で
ある 。

※
「
方
言
研
究
第
五
斡」
に
当
時
の
記
録
が
あ
る。

昭
和
十
七
年
三
月
十
四
日

東
京
帝
国
大
学
法
文
経
三
十
七
番
教
室

来
聴
者
三
十
四
名 。

寄

与

福

邦

道

島

こ
乙
に
と
り
あ
げる乙
と
ば
は
卑語と
さ
れ
てい
る
が 、
方
言に
現
存し 、

語
史の
上
か
ら
も
きわ
め
て
注意
すべ
き
もの
で
ある 。

は
じ
めに 、
方
言
学
者はい
か
に
考えてい
ら
れ
る
か
につ
い
て
み
たい 。

吉
町
義
雄博士
は 、
「九
州・
琉球
方
言の
語
葉」
の
「
北九
州」
の
部
に
お

い
て 、

ホ
ヤ
ケ
(底)

九
州か
ら
中国
西
部と
四
国へ
か
け
て
の
方
言だ

が 、
小
形
突
起の
「ホ
グロ」
(黒
子)
と
混
同
し
た
り 、
逆
用を
常
態

と
する
土
地に
よ
る
差
異は
注意
を
要
する 。
更に
是に
「
痘
痕」
が
か

らん
で
来る
が 、
固定
は
九
州で
は
「ジャ
ンコ」
「モ
ガ
サ」
「セン
キュ

ー」
の
三
系に
帰
する
よ
うだ 。
最後の
は
『筑
紫言
葉』
の
解
釈
「
千

灸」
と
すれ
ば 、
彼の
「セ
ン
ズ
リ」

(手
淫)
も
や
は
り
「千
摩」
が

ナリ

一
応
自
然だ
と
思
う
(「千切」「千
生」「千振」) 。
ω(『方一言
学
講座』

第
四
巻
五
回
ぺ)

と
言わ
れ 、
注
帥に
は
大
薮訓
世の
論
文
が
あ
げ
ら
れ
て
い
る 。
「窓」
と

「
黒
子」
の
関
係は 、
方
言
と
語
史の
研
究上
重
要な
も
の
で 、
乙
れにつ
い
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て
の
モ
ノ
グ
ラ
フィ
ー

は 、
柴
田
武
博
士{注
コ・
徳
川
宗
賢
氏
在ニ)
お
よ

び
筆
者(注三)
の
もの
が
ある 。
そ
れ
ぞ
れ 、
立
論の
方
法 、
地
図や
文
献の

解
釈
に
相
違が
あ
り 、
読
者
諸
賢に
は
よ
ろし
く

批
判
的に
読み
とっ
てい
た

だ
き
たい
もの
で
ある 。

今
問
題に
し
よ
うと
する
の
は 、
右の
文の
最
後に
あるζ
と
ばで 、
士口
町

博
士の
解
釈が
正しい
か
ど
うか
とい
う乙
と
な
の
で
ある 。

と
うい
う
解
釈
は
し
ばし
ば
見
ら
れ
る
もの
で 、
た
と
えば 、
『
改
修
言
泉』

に
「せ
ん
ず
り
『
千
摩の
義』
しゅ
い
ん
(手
淫)
に
同
じ 。
〔
但諮〕」
と

あ
り 、
さか
の
ぼっ
て 、
伴
高
援の
閑田
次
筆
巻二
の
「か
はつ
る
み」
の
項

ζ、

皮つ
る
み
は
後の
書に
き
せ
は
ぎ
と
もいへ
り
今
千
摺
とい
ふ
もその

わ
ざ
につ
き
ていへ
り
独
淫の
と
と
な
り
(日
本
随
筆
全
集
第七
巻一
九

四
ペ)

と
見
え
る
(
こ
の
記
事
は
『
大
言
海』
の
「
か
は
つ
る
み」
に
も
引
用
さ
れ
て

い
る
が 、
引
用
文
に
脱
漏
が
あ
る) 。

さ
て 、
乙
の
乙
と
ば
を
深
く

広
く

取
り
扱っ
た
もの
に 、
大
薮
訓
世
すな
わ

ち
岡田
希
雄
氏
の
「O
Eロ芯
語
史
孜」
(ドル
メン
述
載)
と
題
す
る
長
大

な
論
文が
ある 。
岡
田
氏がと
の
論
文を
発
表し
た
時 、
藤
井乙
男・
新
村
出

の
両
先
生の
人な
りの
躍
如た
る
岡
田
氏
宛の
葉
警が
現
存し
てい
る
と 、
岡

田
氏の
親
友だっ
た
清
水
泰
先
生よ
り
うか
がっ
た
ζ
と
が
あ
る 。
ち
な
み

に 、
と
の
論
文の
キ
リシ
タン
資料
は
すべ
て
新
村
博
士
(論
文で
は
小
山

翁)
の
呈
示
さ
れた
もの
で
ある 。

岡
田
氏の
論
文は
すで
に
稀
殻に
属し
てい
る
し 、
その
後に
新
資
料の
見

出だ
さ
れた
もの
も
あるの
で 、
以
下
順
次
批
判
的に
紹
介し
て
ゆ
くと
とに

する 。

謡
史
孜

昭
和
八
年四
月
号

語
史
孜二

昭
和八
年五
月
号

語
史
追
放

昭
和八
年
六
月
号

語
史
補
孜

昭
和八
年七
月
号

語
史
続
放上

昭
和八
年一
一
月
号

語
史
続
放
中

昭
和
八
年一
二
月
号

語
史
続
放
下

昭
和
九
年一
月
号

な
お 、
ドル

メン
誌上に
は
岡
田
氏の
研
究に
触
発さ
れて 、

菅
谷
泰昌
「O
EEm
語
史致」
につ
い
て

昭
和八
年
六
月
号

宗
錫
亙

O
EEO
の
朝
鮮語に
就て

昭
和八
年一
O
月
号

の二
研
究
もで
た
が 、
特に
菅
谷
氏の
も
の
は
そ
の
方
言を
さ
ぐっ
た
もの

で 、
語
源
解
釈
はい
た
だ
けない
が 、
方
言
研
究とし
て
は
有益な
もの
で
あ

ヲ令。

・

1 
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2 3 4 5 6 7 ー
に
おい
て
は 、
宇
治
拾遺
物語に
見える
「か
はつ
る
み」
とい
う乙
と

うずまさ

ば
を
と
り
あ
げ 、
乙
の
乙
と
ば
は
ほ
か
に
太
秦
牛
祭の
祭
文に
見える
だ
けだ

が 、
その
意
味につ
い
て 、
O
E口広
で
ある
と
す
る
も
の
と 、
HU
E叩同曲目昨日。

で
ある
と
する
もの
と
を三
大
別
し 、
諸
説を
あ
げてい
る 。
し
か
し 、
こ
れ

らの
論
拠
を
示
す
も
の
は
少
な
く 、
O
E口一回
説とし
て
は
『
大
言
海』
の

カハツルミ

「
皮
交
接ノ
義 、
夢つ
る
みト
云フ
語モ
ア
リ」
な
ど
は
その
よ
る
と
と
ろ
を

示し
た
数
少ない
もの
の一
つ
と
さ
れてい
る 。
筆
者
在四)
は
岡
田
氏の
見

る乙
との
で
き
な
かっ
た
語
源
辞
書
「
倭
語
拾
補」
(東
京教
育
大
図書
館
蔵)

を
紹
介し
た
と
と
が
ある
が 、
その
「人
倫」
に 、

独

淫

代

草

カハ
ツル
ミ

カハ
リツル
ミノ
略
語
也
閤
門ニ
代テ
自淫スル
ノ

義
宇
治
拾遺ニ
見タ
リ

と
あ
り 、
乙
れ
も
Oロ
25
説で
ある 。



とと
ろ
で 、
岡
田
氏は
論
文の
は
じ
めに
宮
武
外
骨
氏
『狼
褒
廃
語
辞
梁』

の
よ
うな
書を
参
看で
き
ない
た
めに
同
義
語
と
し
てい
か
な
る
もの
が
存
す

る
か
も
全
くわ
か
らない
と
言わ
れ
て
い
る 。
『
辞
禁』
に
は 、
同
義
語
と
し

て 、
「
皮つ
る
み」
の
ほ
か 、
「
着せ
ザぎ」
「五
指
船」
「
須
磨の
浦」「
干
ず

もも

て
gい〈

て
づっ

り
百
が
き」
「
手
細工」
「
手
銃」
の
六
語を
あ
げ 、
用
例を
加
え
て
説
明し
て

い
る 。
岡
田
氏が
『
辞
紫』
を
見
ら
れた
な
ら
ば 、
さ
らに
広い
視
野か
ら乙

の
こ
と
ば
の
実
態がつ
か
め
た
で
あ
ろ
うに
と
惜し
ま
れる
次
第で
あ
る 。

2
は 、
語
史
孜の
本
論とい
うべ
き
もの
で 、
「せ
ず
り」「せつ
り」
と
い

うこ
と
ば
を
と
り
あ
げ 、
広
く

文献
を
渉
猟し
てい
る 。

ま
ず 、
犬
筑
波
集の 、

・

仏の
前て
せ
す
りを
そ
か
く

けん
と
見で
し
た
くそ

思ふ
文
珠
師
利

とい
う
句
を
あ
げ 、
「せ
す
り」
は
「せ
ず
り」
と
発
音さ
れた
か
も
し
れ
な

い
と
言わ
れ
な
が
ら
も
断
定を
さ
けら
れ
てい
る 。
現
在
紹
介さ
れ
てい
る
犬

筑
波
集の
諸
本で
は
「せ
す
り」
と
なっ
てい
る
もの
の
ほ
か 、
酒
竹
本に
は

「せ
ん
す
り」
と
あ
る
と
の
と
と
で
あ
る
(福
井
久
蔵
『犬筑
波
集
(研
究と

諸
本)』
九四ペ) 。
『弘
文
荘
善
本
目
録
第三
O
号』
(昭
和
三
二
年)
に
よ
れ

ば 、
伝
山
崎
宗鑑
筆
犬
筑
波
集(誹
譜
連
歌
抄)
は
大
永
天
文
頃の
古
写
本と

の
と
と
で
あ
る
が 、
い
ま
だ
その
本
文につ
い
て
は
よ
く
知
ら
れ
てい
ない
よ

うで
あ
る 。
た
だ 、
最近の
研
究に
よ
れ
ば 、
犬
筑
波
集の
前
身と
も
見らる

べ
き
もの
に
天理
図
書
館
蔵
竹
馬
狂
吟
集が
あ
り 、
その
複
製
翻
刻が
木
村三

四
吾
氏に
よっ
てビ
ブ
リア
誌上に
な
さ
れ
てい
る
が 、
犬
筑
波
集の
乙
の
句

は
見
ら
れ
ない 。
とい
うζ
と
は 、
乙
の
句は
宗鑑の
時
代の
もの
で
あ
り 、

「せ
す
り」
「せ
ん
す
り」
に
諸
本
異同な
けれ
ば 、
と
れ
を
当
時の
形と
すべ

き
もの
と
考
え
ら
れ
る 。

方言語集研究に対する語史のー寄与

岡
田
氏の
大
きな
業
絞は 、
貞
応
無
名
辞
書・
塵芥・
色
葉
字
尽の
三つ
の

古
辞
書か
ら
「せつ
り」
とい
う
形を
見出した乙
とで
あ
り 、
し
か
も 、
無

名
字
書や
色
葉
字
尽で
は 、
その
漢
字が
「
持」
と
あるこ
とで 、
乙
れ
を
犬

筑
波
集の
「せ
す
り」
と
な
ん
らか
の
関
係が
あ
ろ
うと
推
定さ
れたこ
とで

あ
る 。
こ
の
「
持」
を
「セ
ツ
リ」
と
するζ
と
は 、
元
亀二
年
京
大
本運
歩

色
葉
集の
複
製に
添
え
ら
れた
安悶
章
氏の
解題に
もふ
れ
ら
れ
てい
る
とこ

ろで
ある 。

3
は 、
2
のつ
づ
きで 、
乙
のと
と
ば
が
醍
醐
男
色
絵
巻の
詞
舎に
見
える

乙
との
紹
介で
ある 。
そ
れ
は 、

乙
の
男
心に
入れ
て
か
くみ
やっ
かへ
けれは
ま
らに
お
ゐ
てたへ
か

た
きま
まに
せつ
りをそ
か
き
ける

と
あ
る
'もの
で
あ
る
(こ
の
引
用
文は
資
料を
実
見し
てい
られ
る
清水
先
生

の
教
示
に
よ
る
も
の
で
あ
る) 。

男
色
絵
巻の
詞
書その
もの
は
珍しい
もの
で
は
な
く 、
すで
に
尾
崎
久
弥

氏
『
江
戸
軟
派
雑
考』
に
翻
刻さ
れ
てい
る 。
問
題は
巻
尾の
識
語に
元
亨元

すな
わ
ち
ごニ一
二
年と
あ
る
の
が
当
時の
ま
ま
か
ど
うか
とい
うこ
とで
あ

り 、
中
世
語
を
専
攻
する
筆
者
もその
詞
書か
ら
時
代を
推
定
すると
と
は
で

きない
の
で
あ
り 、
絵は
と
もか
く 、
詞
書の
複
製公
刊が
切に
待た
れる
次

第で
あ
る 。

4
は 、
高
知
県
出
身の
ある
同
僚が
「セ
ン
ズ
リ」
で
な
く 、
「セ
ン
ヅリ」

と
発
音
する
とい
う乙
と
や
朝
鮮語で
O
Eロ芯
を
あ
ら
わ
す
と
と
ば
につ

い
てのべ
てい
る 。

5
は 、
乙
の乙
と
ば
を
用い
た
狂歌
俗認
を
多く
あ
げ
ら
れ
てい
る 。
東日

本よ
り
西日
本の
方に
乙
うい
う
俗認は
多い
よ
うで
ある 。

5
で
注意
すべ
き
は 、
江
戸
時
代の
但
諺
辞
書「
嘗
轍
尽」
(竜
谷
大
学
図
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書
館
蔵)
か
ら 、

いちまうに
ぜんさんこうし
かい

一
夢二
千三
庇
四
関

て
もも
し
まA

手
桃で
仕
廻て
置
千摺也

と
い
うこ
つ
の
但
諺を
見
出
さ
れたと
と
で
あ
り 、
と
れ
ら
も
千
摺
説な
の
で

あ
る 。
現
在
私ど
もは一角
羽
五
郎
氏の
精
密な
油
印
本で
ζ
の
膨
大な
辞
書を

容
易に
見ら
れる
よ
うに
なっ
た
が 、
当
時は
た
いへ
ん
なと
と
だっ
た
と
恩

わ
れ
る 。

6
は 、
日
葡
辞
書の
以
gNロユ-
YHF5・
、
凶
gNE江戸o
n白
宮・
に
つ
い

て
で
あ
る 。
岡
田
氏が
もっ
と
問題に
さ
れた
の
は 、
「セ
ン
ヅ
リ」
で
な
く 、

「セ
ン
ズ
リ」
の
形で
で
てい
る
ζ
と
で
あ
り 、
その
解
釈
に
苦し
ま
れ
て
い

る 。

快然之名目
但問
中ノ
搭
也

つ
ぎに 、
巨ロ
すな
わ
ち
「
自淫」
とい
う乙
と
ば
につ
い
て 、
本
邦の
古

辞
書に
所
見が
ない
の
は 、
卑
語な
る
が
放に
載せ
な
かっ
た
の
で
あ
ろ
うか

と
言わ
れ
てい
る 。

「
自淫」
とい
う乙
と
ば
は 、
筆
者の
調
査で
は
日
葡
辞
書
に
も
う一
つ
あ

る 。
そ
れ
は 、
F
の
項に 、

\、
t
E
EO
BO
B凹戸
、QHR刷、.
hvqhhRmEQ印
、口、
た・

と
ある 。
本
邦の
古
辞
書で
は 、
さ
きに
あ
げた
「
倭
語
拾
補」
の
説
明
文に

は
見ら
れる
の
で 、
江
戸
時
代に
は
行な
わ
れた乙
と
ばで
あ
ろ
う
が 、
どζ

まで
抑制
り
得る
か
不
明で
ある 。

7
は 、
コ
リ
ャ
1
ド

の
「
俄
悔
録」
に
見
える
O
Eロ戸刊
に
関
する
記
事の

紹
介で
ある 。
「
六
番の
御
提につ
い
て」
に 、

円巾NNロ
gS
30
5CHUm-
B白SH-
F(司・
8切
戸
出
1
8)

と
ある
もの
で
ある 。
し
か
し
な
が
ら 、
こ
うい
うコ
ンヒ
サン
はコ
リヤ
ー

ド
に
は
じ
ま
る
もの
で
は
ない 。
筆
者の
調
査に
よ
れ
ば 、
「サル
バ
トル
ム

ン
ヂ」
(一
五
九八
年刊)
の
「
第
六の
まだ
めん
と」
に
すで
に 、

四
手づ
か
らい
ん
を
もらし
た
りや
又
妄
念に
よ
て
人の
身に
手を

ふ
れた
る
事あ
りや
(
十七
オ)

と
あ
り 、

キ
リシ
タン
で
は
早
くか
ら
宮白
旦曲目
gg
(錠)
と
さ
れ
て
い

た
もの
で
ある 。
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以
上
岡
田
氏の
論
文をその
後の
研
究を
加
味しつ
つ
紹
介し
て
きた
が 、

論
文その
もの
の
価
値は
今日
に
おい
て
も
きわ
め
て
高い
もの
で
ある 。
た

だ 、
乙
の乙
と
ばに
は
な
お
論
ずべ
き
問題
が
残
さ
れ
てい
る
の
で 、
ζ
乙
に

続
犯の
試み
を
し
よ
うと
恩
う
もの
で
ある 。

と
の乙
と
ば
を
深
く

考証し
た
もの
に 、
高
田
(小
山田)
与
清の
松
屋
筆

記が
あ
る 。
その
巻
六
十一
に 、

(
品川一二)
せ
ん
ず
り
か
はつ
る
み
持の
字
俗に
持の
字
を
セ
ン

ズ
リ
と
訓はつ
く
り
も
じに
て
持の
字に
然る
義ある
に
非
ず
そ
は
擁

害
漫
筆の
か
せ
杖の
条に
いへ
り
か
はつ
る
み
といふ
事又同
条に
記

す
「セ
ン
ズ
リ」
とい
ふ
は
無
下に
近
世の
詞と
お
もへ
る
に
犬
筑
波

に
「ほ
と
けの
前で
せ
ず
りを
ぞ
か
く」
「
けん
と
見で
し
た
く
お
も
ふ

ぞ
文
珠
尻」
といふ
匂あ
れ
ばその
比
よ
りの
俗
語
也

あてがき

岡国一
世
匂み は
J門前
日間一の
4
均一
一切了 か柑
(図
書刊
行
会
本
三
四
六ベ)

と
ある 。
さ
らに 、
擁
蓄
漫
筆
巻三
の
廿三
「か
せ
ぐとい

ふ
俗
語」
に
おい

て 、
万
巻の
蓄を
持っ
てい
た
与
清
ら
し
い
考証
を
し
て
い
る 。
「
持」
は

「
弄」
の
俗
字で
あ
り 、
ζ
の
字につ
い
て 、
「か
せ
ぎい
と
なむと』
ろは
な

したがひ
てに
ならべる
あげおろしに

け
れど 。
従
レ
手
魁ニ
上
下一
を
もて 、
手を
うど
か
す
義」
を
言っ
た
も

の
で 、
仏
書を
引い
てい
る 。



ふ

じ

φ

り

つ

も

ん

も

う

ど

の

こ

と

だ

い

し

の

も

ん

じ

う

S

ん

じ

モ

シ

ピ

タ

ス

イ

ミ

ン

チ

ユ

ウ
-
J

十一視
律
五
十
六の
巻 、
間
妄
語
事
第四
間
十三
事に
若比
丘
睡
眠
中 、

カ

セ

ギ

サ

メ

テ

ス

デ

エ

イ

グ

サ

パ

セ

イ

ヲ

エ

ン

イ

ゾ

レ

ノ

ツ

ミ

刀

お

ん

し

ゃ

〈

ロ

ワ

ハ

リ

ヨ

ヨ

ウ

カ

ヘ

ン

ト

ロ

ワ

オ

ナ

ジ

持
覚
己
出レ
精 、
得ニ
何
罪→
音
釈
に 、
持
蔵
貢
切
与レ
弄
問 、

夕

、

プ

レ

ナ

リ

戯
也 。
と
見ゆ 。
(日
本
随
筆
大
成
巻
六
七
六
四ベ)

とと
ろで 、
岡
田
氏は乙
の
与
清の
研
究を一
歩
進め
て 、
古
辞
書か
ら 、

「セ
ツ
リ」
の
形
を
求め
得た乙
と
は
さ
きに
のべ
た
と
お
りで
あ
る
が 、
和

玉
筑の
写
本
類に
も乙
の
訓は
ある 。
北
恭昭
氏の
教
示に
よ
れ
ば 、
伝
紹
益

筆
本
静
嘉
堂
文
庫
蔵
倭玉
篇に 、モ

テ
ア
ソ
フ

ロムe'、
ン'rン

ヨセテテカロツウスセ
コリツノレキ
フ

方言語業研究lζ対する謡史のー寄与

と
ある
との
乙
と
で
ある 。
北
氏の
示
さ
れた
伝
紹益
筆
本の
写
真と
筆
者の

し
らべ
た
長
享三
年
中田
本
和
玉
府
(東
京
大
学
蔵)
と
を
く
らべ
る
と 、
全

体
的に
伝
紹
益
筆
本は
中国
本を
増
補
し
てい
るこ
と
が
知
ら
れる
が 、
乙
の

「
持」
も
中
田
本で
は 、

y持y

モカテテヨ
テセヌウロ
アヒJレツコ
ソ フ
フ

と
あ
り 、
伝
紹
益
筆
本に
なっ
て
「セ
ツ
リ」
の
訓
を
加
え
た
乙
と
が
わ
か

る 。さ
らに 、
北
氏に
よ
れ
ば 、
岡
田
真
之
旧
蔵
本和
玉
箭
(天
理
大
学
蔵

一
三・
イ
三
七)
に
も 、

-ア
スル

セ
ツ
リ

・刀セ
ヒ

ヨロコ
フ

持3

J\ 

と
ある
との
こ
とで
ある 。

た
だ 、
「
持」
が
その
ま
ま
O
Eロぽ
に
む
すびっ
くかど
うかに
な
お
問

題
が
残っ
てい
る
の
で
ある 。
一
般に
漢
字の
訓の
研
究に
あたっ
て 、
本
邦

で
使
用
さ
れた
漢
字に
どの
よ
うな
意
味が
ある
の
か
を
推
定
する
の
に
困難

な
場
合が
ある 。

た
と
え
ば 、
氷
柱に
は
タル
ヒ
とツ
ラ
ラ
と二
つ
の
と
と
ば
が
ある
が 、
古

くはツ
ラ
ラ
は
氷の
こ
と
で
タル
ヒ
(霊
氷)
と
は
別の
も
の
で
あ
る
ζ
と

は 、
よ
く
知
ら
れ
てい
る乙
とで
ある 。
方
言
研
究の
上
で
も 、

ツ
ラ
ラ
が
氷

か
ら
氷
柱に
なっ
た
の
はいつ
頃か
らか
とい
うと
と
は
興
味
ある
研
究
課
題

と
なっ
てい
る 。
そ
れにつ
い
て 、
東
条操
氏は 、

元
緑の
蓄
言
{子
考に
は
旅
箸 、
泳
筋 、
討にツ
ラ
ラ
とい
う
訓がつ
い

てい
る 。
と
の
中で
討に
は
本
朝俗
字とい
う
註
が
ある 。
とと
ろ
が乙

ツラ一=7

の
字は
天
文の
運
歩
色
葉
集に
も
作と
し
て
掲
げ
て
ある 。
字の
構成か

ら
見て
霊
氷
を
現
わ
す
もの
と
恩わ
れる
か
ら
室町
時
代既にツ
ラ
ラ
は

一笠
氷に
代っ
た
の
か
と
恩わ
れる 。
(『方
言
学の
話』
八
六ペ)

と
言わ
れ
てい
る
が 、
乙
れ
だ
けで
は
確証に
な
らない 。
古辞
書の
訓
とい

う
もの
は 、
具
体
的な
用
例
を
まっ
て
は
じ
め
て
生きた乙
と
ば
と
な
るの
で

ある 。
笑
雲
清三
の
古
文
其
宝
抄に 、

湖
云
窮
|

涼
|

寒サ
ノ
凝タ
貌ソ、
積雪モ
没
腔程ナ
ソ、
家ニ
ハ
ツ

ラ
ラ
カ
サ
カ
リ
タソ
(巻五
下
三
十一
ウ)
[堅
氷
在レ
毅]

と
あ
り 、
乙
のツ
ラ
ラ
は
氷
柱のζ
とで
あ
り 、
当
時すで
に
そ
うい
う意
味

に
用い
ら
れ
てい
た乙
と
が
わ
か
る
の
で
ある 。

同
様に
し
て 、
セツ
リ
につ
い
て
もその
漢
字が
は
た
し
て
O
E口芯
を
あ

らわ
し
てい
る
の
か
ど
うか
検
証し
な
け
れ
ば
な
らない 。
た
また
ま 、
永正

木
六
物
図
抄か
ら
次の
例を
見
出
す乙
と
がで
きた 。
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ホン

ナツスルコンヲ

俄
蘭
罪ハ
方
便
罪
也
媛ヲ
犯シ
タイ
時-一
捺ト
根
ヤ
ウ
ナ
事
ソ
陰
像

(
蔵)
ヲ
ナ
デ
ツ
サ
ス
ツ
ス
ル
事
ソ
持
卜

此
字
ヲ
読
ム
モ
釈
迦
諮
ニ
ア
ル

事
也
字
書ニ
モ
ア
リ

(
翻
刻
本
四一
ぺ)

乙
れに
よっ
て
は
じ
め
て
古
辞
書の
訓
が
生き
て
くるの
で
ある
(六
物
図
抄

の
語
集
索
引
に
あ
げ
て
な
い
と
と
ろ
を
見
る
と
御
存
じ
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ

う) 。くだっ
て 、
天
文の
頃の
資
料に
乙
の
乙
と
ば
が
見
ら
れ
る 。
「
多
聞
院日

記」
の
天
文八
年八
月の
条に 、

一
延
云 、
或
歌ニ 、
ひ
ん
僧の
菩へ
き
ものハ
せ
す
りか
な
くわ

す
も

ら
は
す
物ね
た
ミ

せ
す
(辻
善
之
助
『多
聞
院
日
記』
第一
巻
二
二
五

ぺ)

と
ある 。
た
だ 、
「
多
聞
院日
記」
は
原
本が
逸
失
し
て 、
現
在
本は
享
保の

写
本に
もとづ
くと

言わ
れ
るの
で
資
料
価
値がい
さ
さ
か
落
ちる
よ
うで
あ

る 。
「日
記」
は
ジ
ヂズ
ヅが
書き
分
け
ら
れ
てい
る 。
一
例 、

一 、
虫ヲコ
リナン
トニ

ハ 、
ナメ
クシ
リヲ

水ニ
テ
可
呑ス
寂上
也

(
第一
巻
二
三
ペ)

とい
う
の
が
あ
る
が 、
亀
井
孝
氏の
巧
級な
論
(本誌剖
住民
参
照)
に
よ
れ

ば 、
と
れ
は
混
同で
は
ない 。

さ
らに
くだっ
て 、
「きのふ
は
けふ
の
物
語」
に
見
え
る 。
山
岸
徳
平
先

生の
蔵
さ
れ
てい
る
「きのふ
は
けふ
の
物語」
は
古
活
字
十一
行
本で 、
上

巻の
み
の
零
本で
は
ある
が 、
ζ
の
物語の
古
態の
存
する
もの
と
言わ
れ
て

い
る 。
先
生よ
り
恩
借し
くわ
し
くし
らべ
さ
せ
てい
た
だい
た 。
次の
話は

山
岸
文
庫
本に
の
み
見える
もの
で
ある
(
古
典
文
庫
本
に
な
ら
っ
て
翻
刻
す

る) 。

て
わ
か
き
物
共よ
り
あひ
て 、
中に
も
年乙
ろの
お
とζ
申さ
る〉

は 、
此乙
ろ一
ゑ
ん
ひ
ま
な
き
ゅへ
かの
あそひ
もな
ら
す 、
せ
ん
す
り

は
か
りに
て
くら

す 、
とか
た
る
を 、
と
な
りの
太か
み
是を
問 、
せ
ん

す
り
とい
ふ
事をし
ら
す 、
ふ
し
ん
し
てよ
めに
た
うか 、
い
や
/\
心

や
す
くむ

す
子に
と
は
ん
とて 、
とわ
れ
け
れ
は 、
む
す
子へ
ん
と
う

に 、
そ
れ
は
人のふへ
ん
し
た
る
事を
左
様に
申 、
とい
は
れた 、
ある

時き
ゃ
くし

ん
に
大か
み
申さる』
は 、
い
に
しゑ
は
と
も乙
う
もい
た

し
候へ
と
も 、
乙
れの
か
すき
ら
れ
ての
ち 、
子
共
もわ
れ
ら
もせ
ん
す

りは
か
りか
き
申候
ゆへ 、
何の
御そ
う
も
申さ
す御はつ
か
しい
と
申

さ
れ
た 、
(
三
オ
i
ウ)
(
日
本
古
典
文
学
大
系
九
Oベ
参
照)
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「きのふ
は
けふ
の
物語」
の
国語
学
的に
もっ
と
も
す
ぐ
れ
た
研
究とい

え
ば 、
ギュ
ン
タ
l・

ヴエ
ン
ク
博
士の
もの(注
さ
が
あるに
すぎ
ず 、
乙

の
論
文は
今
後
「きのふ
は
けふ
の
物語」
を
研
究
する
人の
必
ず
参
看
すべ

き
もの
で
ある 。
資
料は
古
典
文
庫
本を
用い
た
もの
で 、
当D円仲間匂
庄司
(言

語
遊
戯)
を
テ
17

に
し
た
もの
で
は
ある
が 、
ジ
ヂズ
ヅの
表
記の
混
聞に

もふ
れ
てい
る 。
十七
世
紀の
は
じ
め 、
い
わ
ゆ
る
「四つ
仮
名」
の
識
別

が 、
話し乙
と
ば
で
は
崩
壊し
よ
うとし
てい
る
が 、
教
養ある
高
級なと
と

ば
で
は
伝
統に
し
た
がい 、
部
分
的に
復古
的な
意
識
を
保
持し
よ
うと
努
力

し
てい
た乙
と
は
よ
く
知
ら
れ
てい
る
とし 、
正
しい
(2nyZ開)
の
と
正し

くない
(『とお『)
の
につ
い
て 、
次の
よ
うに
のべ
ら
れ
てい
る 。

C
5
2
吋
2
2
5田口r
sr
zonr
2
3
8
4〈OH
Z
ニ
Rn
zov
gL

H
U
E-間"
ι白問
自
ロ
日
見
当口
三
百円同一日口Y(
含〈Oロ
串
2r
gロ
宮口仏)
@

括弧
内は
注
③に
よ
れ
ば
亀
井
氏の
「
女郎
考」
(本誌お
集
参
照)
に
よ

っ
て
ゆ
れ
てい
る
(Rr毛
gr
gL)
と
さ
れ
た
もの
で
あ
る 。
具
体
的な
用

例を
あ
げて
ない
の
で
混
同と
み
と
め
ら
れた
十七
語につ
い
て
は
筆者に
は

よ
くわ

か
らない
とこ
ろ
が
ある 。
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大
東
急
記
念
文庫
本
(日
本古
典
文
学
大
系の
底
本)
の
「きの
ふ
は
けふ

の
物
語」
の
総
索
引
を
作
り 、
さ
らに
国
語
学
的に
精
密な
調
査
を
さ
れつ
つ

ある
北
原
保
雄
氏に
よ
れ
ば 、
ジ
ヂズ
ヅ
の
混
同は
きわ
め
て
す
くない
との

こ
と
で
あ
る 。
山
岸
文
庫
本は
大
東
急
記
念
文
庫
本と一
致
する
話と一
致し

ない
話と
が
ある
の
で 、
北
原
氏の
研
究が
公
刊
さ
れた
際 、
筆者は
山
岸
文

庫
本との
校
異を
示し
たい
と
思っ
て
い
る
が 、
と
も
あ
れ 、
「せ
ん
す
り」

とい
う
形で
あ
らわ
れ
てい
る乙
とに
注
意
し
て
お
きたい 。ぜんずり

近
世に
な
り 、
「
好
色
訓
蒙
図
静止」
(貞
享三
年)
に
は 、
「
持」
と
あ
り 、

そ
れにつ
い
て
の
絵と
漢
詩と
和
歌
と
が
ある
(『好
色
物
草
子
集』
複
製二

一
七・二
一
八ぺ 、
本
文一
Oニ・一
O一ニベ) 。
さ
ら
に
近
世の
方
言
書に

も 、
「
新
撰
大
阪
詞
大全」
(天
保十二
年)
に
は 、

せ
ん
ず
りと
は

ど
くら
く

すると
と
(国
語
学
大
系
三
二
ペ)

と
あ
り 、
「
浪
花
開
書」
(文
政二
年)
に
は 、

べ
ん
ず
り
肝げり
(日
本古
典
全
集
五ベ)

と
あ
る 。
大
阪
方
言
で
は
現
在
で
も
「へ
ん
ず
り」
と
い
う
が 、
「ベ」
は

「へ」
の
誤
りで
あろ
う 。
とζ
ろで 、
「せ
ん
ず
り」
を
大
阪
方
言との
み
限

定
する
の
は
誤
りで 、
そ
の
乙
と
は 、
ヘ
ボン
の
「和
英
語
林
集
成」
に
もこ

の
こ
と
ば
が
見
え
る
か
らで
ある 。
ヘ
ボン
の
辞
書で
お
もし
ろい
の
は 、
初

版で
は 、
冨〉印HaC同国〉叶52
に
対し
て
ω
g品目ロユ
だ
けな
の
が 、
後の
版

で
は
mrEロ
が
加わっ
てい
ると
とで
あ
り 、
乙
の
乙
と
ば
の
移
り
変わ
り

を
もの
が
たつ
てい
る
もの
で
あ
ろ
う 。

以
上の
調
査で
わ
か
る
よ
うに 、
と
の
乙
と
ば
を
時
代
順に
な
らべ
る
と 、

「せつ
り」
「せ
す
り」
「せ
ん
ず
り(せ
ん
す
り
ご
と
な
る
が 、
その
変遷に

つ
い
て
考
え
て
み
た
い 。

「せつ
り」
の
清
濁は
不
明
だ
が 、
や
は
りセ
ヅリ
と
濁
音だっ
た
の
で
は

ない
か
と
筆
者は
考
え
てい
る 。
や
が
て
ズ
ヅの
混
同に
伴ない
セ
ズ
リ
と
な

っ
た
もの
で
あ
ろ
う 。
文
献に
「せ
す
り」
と
表
記さ
れ
てい
る
もの
もセ
ズ

リ
と
発
音さ
れ
てい
た
と
考
え
ら
れ
る 。
「せ
ん
ず
り」
と
ある
も
の
は 、
濁

音の
前の
母
音が
鼻
音化
さ
れた
発
音だっ
た
の
で 、
その
は
ね
る
音を
はっ

き
りさ
せ
る
た
め
に
「ん」
をつ
けた
の
で
ある 。
日
葡
辞
書の
頃に
は
すで

に
鼻
母
音とい
うよ
り
援
音に
近
くなっ
てい
た
の
で
ある 。
と
うい
う
鼻
音

化の
現
象は
ダ
行に
は
ある
が
ザ
行に
は
な
かっ
た
と
言
う
人が
ある
が 、
筆

者は
ザ
行の
前に
も
時に
は
あっ
た
と
考え
てい
る 。
そ
れは 、
ロ
ド

リ
ゲス

の
日
本
小
文
典に 、

〉凹
ぐD間白
gu
h-
hu
h-
0・
て
白ロ
Z
ι
p
hu・
c-
除
曲目
〈巾N伺♂

ド
ド
ロ白
司同Dロロロ口
3唱曲
目
no
ヨ
ヨロロ-
8
5
o
r
r間0
8日
ロ曲
三N
g

nO
B
noH
5
8ロ
8ロO門司
口O
BO
凹叩
ご〈巾同曲
目
白
3s
E-
(司-
HN・
〈-)

D 、
G
また
時に
はI 、
Z
の
前に
立つ
母
音のA
E
I
O
V
は 、
発
音

する
時に 、
息を
鼻
腔に
通
し
て
チル
(半
分の
鼻
音)
を
持つ
よ
うに

一
程の
ソン
ソ、不
l
卜

(鼻
声)
を
もっ
て
発
音
する 。

と
ある
か
らで
ある 。
「せ
んづ
り」
か
ら
「せ
ん
ず
り」
と
い
う
発
音へ
拍

車を
か
けた
原
因は 、
ズ
ヅの
混同
とい
う
音
韻
論
的な
事
情
の
ほ
か
に 、

「せ
ん
ず
り」
が
「
千
摺」
とい
う
語
形を
思い
うかべ
る
と
い
う
形
態論
的

な
事
情が
加わっ
た
もの
で
あ
ろ
う 。
乙
の乙
と
ばに
は 、
そ
うい
う
民
衆
語

源の
意
識
が
特に
強
く

働い
た
よ
うで
あ
り 、
民
衆諮
源がこ
の
こ
と
ばの
伝

統
的な
語
形を
う
ち
破っ
た
と
も
言
えるの
で
ある 。

方
言に
お
ける
語
形の
形
成につ
い
て 、
藤
原
与一
博士は 、
一
方が
他
方

を
修
飾
する
複
合で 、
一
方が
や
ま
とよ
み
に
な
る
漢
語がた
くさん
で
き
て

くる
乙
とにつ
い
て 、

俗に 、
湯
桶よ
み・
重
箱よ
み
と
言わ
れる
類の
もの
で
あ
る 。
民
間
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人が 、
漢
字こ
と
ば
を日
常の
生
活に
あわ
せ
て 、
手び
ろ
く
利
用
すれ

ば
する
ほ
ど 、
と
の
よ
うな
もの
を
多
くつ
く
り出
すこ
とに
なっ
た
で

あ
ろ
う 。
(『
日
本
人
の
造
語
法
|

地
方
語・
民
間
語』
五一
ぺ)

と
言わ
れ
て
方
言の
多
くの

用
例を
あ
げ
られ
て
い
る
が 、
「
千
摺」
も
また

重
箱よ
みの
ζ
と
ば
な
の
で
あ
る 。

四

方
言に
おい
て 、
O
E丘町
をど
う
言
うか
とい
うζ
と
も
興味な
く
は
な

い 。
た
と
えば 、
菅谷
氏が
ドル
メン
誌上に
あ
げ
られた
方
言で
の
言い
方

は 、
『狼
褒
廃
語
辞
梁』
な
ど
に
よ
れ
ば 、
近
世に
までさか
の
ぼ
れ
る
も
の

も
あ
る 。
し
か
し 、
そ
うい
う乙
と
は 、
古い
文献の
乙
と
ば
が
方
言に
残
存

し
てい
る
とい
うだ
けで
月
並
な
テ
17

で
あ
る 。
問題
は 、
ジ
ヂズ
ヅの
区

別の
あ
る
地
方で 、
セ
ン
ズ
リ
とい
うの
か 、
セン
ヅ
リとい
うの
か
とい
う

こ
とで
ある 。

ジ
ヂズ
ヅの
区
別の
あ
る
地
方を
最
近
方
言
学
者は 、
「四つ
仮
名
弁」
の

地
域な
ど
と
言
うが 、
柴田
武
博
士
在
さ
に
よ
れ
ば 、
四
国で
は
高
知
県 、

九
州で
は
筑
後
地
方 、
宮
崎
県や
大
分
県の
ある
地
方 、
和
歌
山
県の
南
部
地

方な
ど
が
あ
げ
ら
れ
てい
る 。
順に
そ
れ
らの
地
域をた
ずね
て
み
たい 。

高
知
県で
は 、
高
知
大
学
の
土
居室
俊
氏
に
よ
れ
ば 、
セ
ン
ヅ
リを

使
用

し 、
セ
ン
ズ
リは

使
用し
ない
との
ζ
と
で
あ
る 。
今か
ら
四
十
年
前の
岡
田

氏の
調
査
と一
致し
た
わ
けで
あ
る 。

九
州で
は 、
筑
後
地
方で 、
福岡
県
立
伝
習
館
高
校の
石
橋
敏
男氏はズ
ヅ

を
区
別し
て
発
音さ
れ
る
が 、
シェ
ン
ズ
リと

発
音し 、
ス
リ

(
摩)
の
濁
音

だ
とい
う
意
識
が
強い
との
と
と
で
あ
る
(石
橋
氏のセ
はセ
で
な
く 、
キ
リ

シ
タ
ン

時
代
の
シ
ェ

で
あ
る。) 。
江
戸
時
代
の
千
摺
説
は
ズ
ヅ
の
識
別
を
失っ

て
か
ら
発
生し
た
もの
が
多い
の
だ
が 、
ズ
ヅの
識
別の
上で
そ
うい
う
意
識

が
ある
とい
う乙
と
は
興
味
深い
ζ
とで
ある 。

宮
崎県は
不
明で
ある 。

大
分
県で
は 、
大
分
大
学の
糸
井
究一
氏に
よ
れ
ば 、
「四つ
仮
名
弁」
の

話し
手の
多い
とと
ろの
日
田
市
有田
町 、
日
田
郡
五
馬町 、
玖
珠
郡
玖
珠
町

の
明
治二
十
年
代
生まれの
老人は
すべ
てズ
との
乙
とで
ある 。
な
お 、
と

の
調
査は 、
日
田
市の
中
村
康
政
氏の
報
告に
よ
る
もの
で 、
中
村
氏は 、
柴

田
博
士に
加わっ
て
「
四つ
仮
名
弁」
の
調
査をさ
れた
仲
間の一
人との
と

とで
ある 。
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同
じ
大
分
県で
も 、
糸
井
氏
の
調
査
に
よ
れ
ば 、
大
野郡
清川
村の
老人

は 、
「
ず」
を
LD
と
発
音
する
との
と
と
で
あ
る 。
こ
の
地
方は
弱い
「四

つ
仮
名
弁」
が
聞か
れる
とこ
ろで 、
「
ず」
はズ 、
「づ」
は
ヅ
と
発
音
する

は
ずなの
に
ド
と
なっ
てい
る
ζ
とにつ
い
て 、
糸
井
氏は
E
↓
含
↓仏口
と

い
う
変
化を
考え
られ
てい
る 。
筆
者は 、
逆に 、
正しい
ヅ
を
批っ
て 、
ド

と
し
た
もの
で 、
ズ
と
発
音
する
の
よ
りむ
し
ろ
古形で
あ
ろ
うと
思っ
てい

る 。和
歌
山
県で
は 、
和
歌
山
大
学の
村
内
英一
氏
に
よ
れ
ば 、
セ
ン
ズ
リカ

ク 、
セ
ン
ズ
リハ

ツ
と一吉
うが 、
ズ
ヅ
を
区
別し
た
上で
は
ない
との
乙
とで

あ
る 。
村
内
氏に
よ
れ
ば 、
和
歌
山県
新
宮
市
近
くで
ズ
ヅの
区
別あ
りと
柴

田
博
士
な
ど
は
言わ
れる
が 、
音
韻
とし
ての
「四つ
仮
名」
の
区
別は
存し

ない
との
と
と
で
あ
る 。

以
下 、
辱知の
方
言
学
者よ
り
教
えら
れたと
と
を
ま
と
める
と 、
ズ
ヅの

区
別の
あ
る
地
域で
もセン
ズ
リ・

セン
ヅ
リ

(セ
ン
ド
リ)

の
両
形の
ある

ζ
と
が
わ
かっ
た
の
で
ある 。
とと
ろで 、
その
い
ずれ
が
古い
か
につ
い
て

は 、
方
言か
らで
はわ
か
らない
の
で
ある
が 、
もし
文献に
徴
すれ
ば 、
そ



の
新
古が
はっ
き
りた
ど
れる
の
で
ある 。

ジ
ヂズ
ヅの
混
用といっ
て
も 、
すべ
ての
ζ
と
ば
が一
ぺ
ん
に
混
同し
た

とい
うわ
けで
な
く 、

語ご
とに
遅
速が
あっ
た
は
ずで
ある 。
乙
の
ζ
と
ば

は
比
較的
早
く

混
同し
た
に
もか
か
わ
ら
ず 、
奇し
く
も 、
その
もと
の
形が

方
言に
残
存し
てい
た
の
で
あ
る 。
『日
本
言
語
地
図』
の
発
刊に
と
もなっ

て 、
「方
言と
語
史」
とい
うよ
うな乙
と
を
し
ば
し
ば
耳に
す
る
が 、
語
史

が
方
言研
究に
寄
与し
得る
とい
うよ
うな
もの
は 、
あま
り
例が
ない
ので

は
ない
か
と
思っ
てい
る 。
乙
のと
と
ば
は
そ
うい
う珍しい
方の一
例
と
思

い 、
卑語で
は
ある
が 、
あ
えて
取
り上
げ
て
み
た
次
第で
ある 。

五

方言語業研究IC対する語史のー寄与

本
稿は 、
「語
史の一
問
題
||O

Eロお
語
史孜
続
詔
||」

と
題
し
て 、

昭
和
四五
年七
月 、
東
京教
育大
学
国語
学
談
話
会で
発
表し
た
もの
を
ま
と

めた
もの
で
ある 。

稿
成っ
て
か
ら 、
鹿
児
島大
学の
上
村
孝二
教
授よ
り 、
金
関
丈
夫博
士
著

『木
馬と
石
牛
||民族学の周辺
||』

(昭
和
三
O
年
四
月
刊)
に
「O
Eロ5

の
文
学」
な
る
長い
論
文の
ある乙
と
を
教え
ら
れ 、
剰
えそ
の
本を
恩
借
す

る乙
と
が
で
き
た 。
し
ば
ら
くし
て 、
金
関
博
士よ
りその
後の
研
究を
加え

ら
れ
た
御
著
を
恵
送し
てい
た
だい
た 。

乙
の
論
文
は 、
「九
州
文
学」
に
五
回
(昭
和二
九
年一
一
月
i昭

和
三
O

年
四
月)
に
わ
たっ
て
連
載
さ
れ
た
もので
ある 。
第一
回
は 、
金
関
博
士の

友
人で
あっ
た
岡
田
氏の
論
文を
くわ
し
く

紹
介
する
と
と
もに
中
国
文
学に

まで
及ん
で
お
り 、
第二
固に
は 、
旧
台北
帝
大
図
書
館の
蔵
本で 、
一
は
近

世の
もの 、
一
は
年
代
不
明の
も
の
に
関
係
記
事
が
あ
り 、
前
者に
は
「
千

摩」
とい
うこ
と
ば
も
見え 、
後
者に
は
「
蝋
燭
屋を
き
め
る」
とい
うと
と

ば
が
見える 。
ち
な
み
に
「
蝋
燭屋」
とい
う乙
と
ば
は 、
すで
に
『諺
語
大

辞
典』
に
見え 、
藤
井
博士
が
岡
田
氏に
教えら
れた
ζ
と
ばで
もある 。
第

三
国は 、
「
楊の
は
し
が
き」
が
OD白ロ芯
で
は
ない
か
と
くわ
し
くの
べ
ら

れ 、
第
四
固に
は
「し
じ」
とい
うこ
と
ばにつ
い
て 、
国語
学
者は
だ
し
の

考
証
が
ある 。

第五
回
は 、
追
補で
ある
が 、
拙
考と
関
連
する
とこ
ろ
が
ある 。

金
関
博
士
は 、
筆
者
と
同
じ
く 、
ヘ
ン
ズ
リ
は
セ
ン
ズ
リの

転
音と
さ
れた

の
に
対し 、
小山の
翁
(新
村博士)
よ
り 、
「
短
歌
研
究」
(昭
和三
O
年一

月)
に
田
淵
実
夫氏
「
少
年のホ
ト」

な
る
文が
あ
り 、
へ
ン
ズ
リは
「へ
ノ

ス
リ」
の
転で 、
陰
名はハ
行音を
と
る乙
と
が
多
く 、
「へ」
は
や
は
り
陰

を
あ
らわ
し
てい
る 、
とい
う
教一不
を
得ら
れた
とのと
とで 、
乙
れにつ
い

て 、
金
関
博士
は 、

若しと
れ
が
正しい
と
する
と 、
私のセ
ン
ズ
リ
転へ
ン
ズ
リ
説は
成

り
立た
ない 。
暫く
疑い
と
し
て
両
説を
存し
て
お
くζ
とに
する 。

と
言わ
れ
てい
る 。

筆
者は 、
田
淵
氏がこ
と
ばに
関し
て
書か
れた
もの
とし
て 、
雑
誌
「方

言と
民
俗」
(宮
良当
壮
編)
に
所
載の
もの
数
篇を
読ん
だと
と
が
あ
り 、

国語
学
的に
決
め
手を
も
うひ
とつ
欠い
てい
る
といっ
た
感
じ
を・つ
け
た

が 、
乙
の
「へ
ノ
ス
リ」

説につ
い
て
も同
様に
感じ
る
も
の
で
あ
る 。
特

に 、
田
淵
説
だ
とス
リ

(
摩)
とい
う
新しい
形を
語
源と
み
と
める乙
とに

なっ
て
ま
ずい
の
で
ある 。

つ
ぎに 、
仮
名
草
子の
「よ
だ
れか
け」
の
巻五
(承
応二
年の
成立 、
著

者は
楳
条軒)
に 、
ζ
の
ζ
と
ば
が
次のど
と
く

見える乙
とで
ある 。

あるひ
は
ま
た 、
みづ
か
らの
男
根を
持て
姪
す 、
四
分
律に
は
迦
留

陀
夷仏の
時よ
りは
じ
めて
持揺は
おと
りし
と
あ
り 、
世
俗に
せ
ず
り
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と
い
ふ
は
此
事
な
り 。
(
江
戸
時
代
文
芸
資
料

第
四

四
七
ぺ)

と
れに
よっ
て
「せ
ず
り」
が
「
持」
に
あた
る乙
と
の一
証を
加
え
得た

ζ
と
に
な
る
の
で
ある 。

終
りに 、
金
関
博
士の
論
文に
接し
て関心
うと
と
は 、
語
史の
研
究に
あた

っ
て
は 、
民
俗
学や
人
類
学な
ど
の
関
係
諸
学の
成
果に
参照
すべ
き
もの
の

ある乙
と
で
あ
り 、
方
言の
研
究に
あたっ
て
も 、
同
様な乙
と
が
言わ
れる

の
で
は
な
か
ろ
うか 。

(「
乙
と
ば
の

注一

柴
田
武

言
語
地
理
学
の
方
法
と
言
語
史
の
方
法

研
究

第
二
集」)

昭
和
四
O
年一
O
月

注
二

徳
川
宗
賢

言
語
地
理
学
と
言
語
史

(「
文
科
系
学
会
連
合
研
究

論
文
集
ニ
O」)

昭
和
四
五
年
三
月

注
三

福
島
邦
道

黒
子
か
溶
か

(「
方号一口
研
究
年
報

昭
和
四
五
年一
一
月

注
四

福
島
邦
道

倭
語
拾
補
に
つ
い
て

第
十
三
巻」)

(「
国
語
国
文」
三
六
の
七)

昭
和
四
二
年
七
月

注
五
の
5
5
R

dfロnr

go
巧
2Z司
王町
ι巾目
白
S
E
r
­

ロO
BO
E凹由同阻止・

。丘四ロm
切
と同司
自己目

』白『『∞
吉岡
斗
』E-
ニ由自己

注
六

柴
田
武

方
言
の
音
韻
体
系

(「
解
釈
と
鑑
賞」
二
五
の一
O)

昭
和
三
五
年
九
月

〔
追
記〕

阪
倉
篤
義
博
士
は
「
語
集
史
の

方
法
」
(
『
講
座
国
語
史
3

語
業
史
』

二
三

ベ

以
下)

で

動
詞
「
か
く
」

の
語
義
を
深
く
考
察
さ
れ
て
い
る
。

O
ロ
曲
ロ町
田
同
四
ロ

の
ζ
と
を

「
せ
ん
ず
り
を
か
く
」

と

い

う
の

は
、

文
献
も
方

言
も
そ
う
で
あ
り、

学
生
用
語
で
あ
っ

た
「
マ
ス
か
く
」

も

そ

の

流

れ

で

あ

る
。

「
か
く
」

に
は
ζ
う
い
う
意
味
の
も
の
も
あ
る
と
と
を
付
記
し
て

お

き

た
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